
厚生労働部会次第案

平成 22年 4月 6日 (火 )
午前 8時  党 リバティ4号室

【議題】 1、 厚生年全保険の保険給付及び国民年金の給付の支払の遅延に係
ろ加算金の支給に関する法律等の一部を改正する法律案
(議員立法)について
2、 予防接種法及び新型インフルエンザ予防接種による健康被害の
救済等に関する特別措置法の一部を改正する法律案について

一、開会 ,進行        加 藤 勝 信 部会長

一、厚生年金保険の保険給付及び国民年金の給付の支払の遅延に係る加算
金の支給に関する法律等の一部を改正する法律案 (議員立法)に ついて

(説明 大村 秀章 厚生労働委員会筆頭理事 )

(質疑・応答 )

一、予防接種法及び新型インフルエンザ予防接種による健康被害の救済等
に関する特別措置法の一部を改正する法律案について

(説明 厚生労働省)

(質疑・応答 )

一、 閉会



【出席省庁】

衆議院法制局   浅 野 第五部副部長

厚生労働省

医薬食品局

′′

熊 本 総務課長

亀 井 血液対策課長

宿 里 監視指導・麻薬対策課監視指導室長

恩 田 審査管理課課長補佐

秋 山 血液対策課需給専門官

猪 俣   ′′  課長補佐

野 村 安全対策課課長補佐

中 山 審査管理課課長補佐

西 川 総務課主査

/′

′′

健 康 局       鈴 木 新型インフルエンザ対策推進本部
事務局次長

ノノ         正 林 新型インフルエンザ対策推進室長

′′         土 井 新型インフルエンザ対策推進本部
調整官

″         江 浪 結核感染症課課長補佐



障害年金における配偶者や子の加算について

◎障害年金の受給権発生前に扶養している配偶者や子がいる場合 ⇒加算あり

配偶者加給年金

障害厚生年金 (1・ 2級 )

結婚 子の出生  受給権
(注 )子は、受給権発生当時、受給権者に生計を維持されていた18歳到達年度の末日までの子または20歳未満で1・ 2級の障害の子に限る。

◎障害年金の受給権発生後に結婚をし、配偶者や子を扶養する場合⇒加算なし

子の加算

障害厚生年金 (1・ 2級 )

障害基礎年金

▲

受給権

△

子の出生△
緋

(参考 )

・障害基礎年金  1級 :990,100円 (月額82,508円 )、 2級 :792,100円 (月額66,008円 )
。厚生年金の配偶者加給年金  227,900円 (月額18,992円 )

・障害基礎年金の子の加算  1人目・2人目(1人につき)各227,900円 (月額18,992円 )、 3人日以降各75,900円 (月額6,325円 )



厚生年金保険の保険給付及び国民年金の給付の支払の遅延に係る

加算金 の支給 に関す る法律等 の一部 を改正 す る法律 案要綱

第一 厚生年金保険の保険給付及び国民年金の給付の支払の遅延に係る

加算金の支給に関する法律の一部改正 (第 1条関係)

厚生年金保険の保険給付及び国民年金の給付の支払の遅延に係る加

算金の支給に関する法律の規定中「社会保険庁長官」とあるのを「厚

生労働大臣」に改めるとともに、遅延加算金の支給に係る事務等を、

通常の年金給付と同様に、日本年金機構に行わせるための規定を整備

すること。

第二 施行期日等

1 この法律は、公布の日から施行すること。

2 その他所要の規定の整備を行うこと。



厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

（厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
）

第

一
条
　
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律

（平
成

二
十

一
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
、
第
二
条
及
び
第
六
条
第

一
項
中

「社
会
保
険
庁
長
官
」
を

「厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
る
．

第
十
三
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

（機
構

へ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
の
委
任
）

第
十
三
条
　
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
は
、
日
本
年
金
機
構

（以
下

「機
構
」
と
い
う
。
）
に
行
わ

せ
る
も
の
と
す
る
。

一　
第
六
条
第
二
項

（附
則
第
二
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
七
条
第

一
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
六
条
第
五
項
及
び
国
民
年

金
法
第
九
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
る
処
分
並
び
に
こ
れ
ら
の
項
の
規
定
に
よ
る
市
町

一



二

村
に
対
す
る
処
分
の
請
求

一
一　
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
及
び
国
民
年
金
法
第

九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
国
税
徴
収
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
徴
収
に
係
る
権
限

（国
税
通
則
法

（昭
和
三
十
七
年

法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
納
入
の
告
知
、
同
法
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る

民
法
第
四
百
二
十
二
条
第

一
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
納
付
義
務
者
に
属
す
る
権
利
の
行
使
、
国
税
通
則
法
第
四
十
六
条

の
規
定
の
例
に
よ
る
納
付
の
猶
予
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
並
び
に
次
号
に
掲
げ
る
質
問
及
び
検
査
並

び
に
捜
索
を
除
く
。
）

〓
一　
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
及
び
国
民
年
金
法
第

九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
徴
収
法

（昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
百

四
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
質
問
及
び
検
査
並
び
に
同
法
第
百
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
捜
索

四
　
附
則
第
二
条
第

一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
条
た
だ
し
書
の
請
求
及
び
同
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
二
条
た
だ
し
書
の
請
求
の
受
理

五
　
一則
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限



２
　
機
構
は
、
前
項
第

一
号
に
掲
げ
る
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
る
処
分
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
権
限

（以
下

「滞
納

処
分
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
同
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
に
係
る
事
務
を
効
果
的

に
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
当
該
権
限

の
行
使
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
大
臣
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
機
構
が

天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
に
係
る
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
を
行
う
こ
と
が
困
難
若
し

く
は
不
適
当
と
な

っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
全
部
又
は

一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
四
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
機
構
に
よ
る
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
に
係

る
事
務
の
実
施
又
は
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
行
使
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（機
構
が
行
う
滞
納
処
分
等
に
係
る
認
可
等
）

第
十
四
条
　
機
構
は
、
滞
納
処
分
等
を
行
う
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
と
と
も
に
、
次

条
第

一
項
に
規
定
す
る
滞
納
処
分
等
実
施
規
程
に
従
い
、
徴
収
職
員
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

２
　
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
六
第
二
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
機
構
が
行
う
滞
納
処
分
等
に
つ

三



四

い
て
準
用
す
る
。

（滞
納
処
分
等
実
施
規
程
の
認
可
等
）

第
十
五
条
　
機
構
は
、
滞
納
処
分
等
の
実
施
に
関
す
る
規
程

（次
項
に
お
い
て

「滞
納
処
分
等
実
施
規
程
」
と
い
う
。
）
を

定
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
七
第
二
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
滞
納
処
分
等
実
施
規
程
の
認
可
及
び
変
更
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（地
方
厚
生
局
長
等

へ
の
権
限
の
委
任
）

第
十
六
条
　
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生
局

長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
厚
生

支
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（機
構

へ
の
事
務
の
委
託
）

第
十
七
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
機
構
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。



一　
第
二
条

（附
則
第
二
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
．
）
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金

及
び
第
二
条

（同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
に
係
る
事

務

（第
十
三
条
第

一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
請
求
の
受
理
を
除
く
。
）

一
一　
第
六
条
第

一
項

（附
則
第
二
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
Э
）
の
規

定
に
よ
る
不
正
利
得
の
徴
収
に
係
る
事
務

（第
十
三
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
を
行
使
す
る

事
務
並
び
に
次
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う
収
納
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
め

例
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
六
条
第

一
項
及
び
国
民
年
金
法
第
九
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
そ
の
他
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
を
行
使
す
る
事
務
並
び
に
次
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除
く
。
）

〓
一　
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
人
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
国
民
年
金
法
第
九
十
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
に
係
る
事
務

（当
該
督
促
及
び
督
促
状
を

発
す
る
こ
と

（督
促
状
の
発
送
に
係
る
事
務
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）

四
　
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
七
条
第

一
項
及
び
第
四
項

並
び
に
国
民
年
金
法
第
九
十
七
条
第

一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
の
徴
収
に
係
る
事
務

（第
十
三
条
第

一

五



一ハ

項
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
を
行
使
す
る
事
務
並
び
に
次
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う
収
納
、

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
六
条
第

一
項
及
び
国
民
年
金

法
第
九
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
督
促
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
を
行
使
す
る
事
務
並
び
に
前
号

及
び
次
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除
く
。
）

五
　
第
十
三
条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
に
係
る
事
務

（当
該
権
限
を
行
使
す
る
事
務

を
除
く
。
）

一ハ
　
附
則
第
二
条
第
二
項
の
請
求
及
び
附
則
第
二
条
第

一
項
の
請
求
の
内
容
の
確
認
に
係
る
事
務

七
　
ユ剛
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務

２
　
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
十
第
二
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
機
構

へ
の
事
務
の
委
託
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（機
構
が
行
う
収
納
）

第
十
人
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
会
計
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

政
令
で
定
め
る
場
合
に
お
け
る
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
及
び
延
滞
金
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る



も
の
の
収
納
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
十

一
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
機
構
が
行
う
収
納
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（情
報
の
提
供
等
）

第
十
九
条
　
機
構
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金

及
び
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
の
行
使
に
関
し
て
必
要
な
情
報
の
提

供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
及
び
機
構
は
、
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
及
び
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
が
、
適
正
か
つ
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
そ
の
他
相
互
の
密
接
な
連
携
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

本
則
に
次
の
見
出
し
及
び
三
条
を
加
え
る
。

（罰
則
）

第
二
十

一
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一　
第
六
条
第
二
項

（附
則
第
二
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ

七



―

、

′

ノ

リ
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
又
は
国
民
年
金
法
第
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の

例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
徴
収
法
第
百
四
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
徴
収
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
又

は
偽
り
の
陳
述
を
し
た
者

一
一　
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
九
条
又
は
国
民
年
金
法
第

九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
国
税
徴
収
法
第
百
四
十

一
条
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、

妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
当
該
検
査
に
関
し
偽
り
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
帳
簿
書
類
を
提
示
し
た
者

第
二
十
二
条
　
法
人

（法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「人
格
の
な
い
社
団
等
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
代
表
者

（人
格
の
な
い
社
団
等
の

管
理
人
を
含
む
。
）
又
は
法
人
若
し
く
は
人
あ
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は

財
産
に
関
し
て
、
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
も
、
同
条

の
刑
を
科
す
る
。

２
　
人
格
の
な
い
社
団
等
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴

訟
行
為
に
つ
き
当
該
人
格
の
な
い
社
団
等
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に



関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
三
条
　
機
構
の
役
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一　

第
十
四
条
第

一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
六
第
二
項
、
第
十
五
条
第

一
項

及
び
第
十
人
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
条
の
十

一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認
可
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
．

一
一　
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と

ヽ

こ

。

附
則
第
五
条
の
う
ち
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
第
二
条
の
改
正
規
定
中

「、
同
条
第
二
号
中

「に
よ
る

給
付
」
の
下
に

「並
び
に
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
に
よ
る
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金

（厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第

二
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退

一
時
金
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
給
付
遅
延
特
別
加
算
金

（国
民
年
金
法
附
則

第
九
条
の
三
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退

一
時
金
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
号
及
び
次
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

を
加
え
」
を
削
り
、

「徴
収
又
は
」
を

「、
徴
収
又
は
」
に
、

「
「徴
収
若
し
く
は
」
を

「
「若
し
く
は
徴
収
若
し
く
は
」

に
改
め
、

「給
付
遅
延
特
別
加
算
金
」
の
下
に

「
（国
民
年
金
法
附
則
第
九
条
の
三
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退

一
時

九



一
〇

金
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、

「、
徴
収
」
を

「若
し
く
は
徴
収
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
う
ち
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
第
四
条
第

一
項
の
改
正
規
定
中

「第
四
条
第

一
項
中
」

の
下
に

「
「国
民
年
金
法
に
よ
る
給
付
」
の
下
に

一並
び
に
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
に
よ
る
保
険
給
付
遅
延
特
別
加

算
金

（厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
二
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
脱
退

一
時
金
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
給
付
遅
延

特
別
加
算
金
」
を
加
え
、

「同
法
」
を

「国
民
年
金
法
」
に
改
め
、
」
を
加
え
、

「加
え
、

「但
し
」
を

「た
だ
し
」
に
改

め
る
」
を

「加
え
る
」
に
改
め
る
．

附
則
第
五
条
中
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
第
九
条
第

一
項
の
改
正
規
定
を
削
る
。

附
則
第
七
条
を
削
り
、
附
則
第
人
条
を
附
則
第
七
条
と
す
る
。

（日
本
年
金
機
構
法
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
日
本
年
金
機
構
法

（平
成
十
九
年
法
律
第
百
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項
第
四
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ
　
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律

（平

成
二
十

一
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る

権
限
に
係
る
事
務
、
同
法
第
十
七
条
第

一
項
に
規



定
す
る
事
務
及
び
同
法
第
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
収
納
に
係
る
事
務

（国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
十
六
条
第
四
項
の
表
第
百
十
三
条
第

一
項
の
項
中

「を
除
く
」
を

「同
じ
」
に
改
め
、

「附
則
第
十
四
条
の
二

前
段
」
の
下
に

「
（年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
七
条
第

一
項
に
お
い
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第

一
項
及
び

第
百
二
十
条
第
二
項
第

一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
表
第
百
十
三
条
第
二
項
の
項
中

「第
八
十
条
第

一
項
」
及

び

「附
則
第
二
十
二
条
の
二
前
段
」
の
下
に

「
（年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
七
条
第

一
項
に
お
い
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
第
百
二
十
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
第
二
条
の
規
定
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び

国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



理
　
由

日
本
年
金
機
構
が
発
足
し
た
こ
と
等
に
伴
い
、
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る

加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
そ
の
他
の
法
律
の
規
定

の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理

由
で
あ
る
。

一
一一一



厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
表

○
　
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
支
払
の
遅
延
に
係
る
加
算
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律

（平
成
二
十

一
年
法
律
第
二
十
七
号
）

抄
　
（第

一
条
関
係
）

⌒傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
保
険
給
付
を
受
け
る
権

利
を
有
す
る
者
又
は
当
該
権
利
を
有
し
て
い
た
者

（同
法
第
ニ
ト
七
条
の
規
定

に
よ
り
未
支
給
の
保
険
給
付
の
支
給
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
者
を
含
む
。

）
に

つ
い
て
、
同
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
記
録
し
た
事
項
の
訂
正
が
な

さ
れ
た
１１
で
こ
の
法
律
の
施
行
の
日

（以
下

「施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に

当
該
保
険
給
付
を
受
け
る
権
利
に
係
る
裁
定
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

そ
の
裁
定
に
よ
る
当
該
記
録
し
た
事
項
の
訂
正
に
係
る
保
険
給
付
を
受
け
る
権

利
に
基
づ
き
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
保
険
給
付

（厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付

及
び
国
民
年
金
の
給
付
を
受
け
る
権
利
に
係
る
時
効
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
九
年
法
律
第
百
十

．
号
。
以
下

「時
効
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第

．

条

（時
効
特
例
法
附
則
第
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
り
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
保
険
給
付
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
保
険
給
付
と

し
て

政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
の
全
額
を
基
礎
と
し
て
、

当
該
保
険
給
付
を
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
日
に
当
該
訂
正
が
な
さ
れ
た
後
の

厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
人
条
の
規
定
に
よ
り
記
録
し
た
事
項
に
従

っ
た
裁
定

が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
支
払
わ
れ
る
こ
と
Ｌ
さ
れ
た
日
か
ら
当
該
保
険
給
付
を
支

（保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
）

第
二
条
　
社
会
保
険
庁
長
官
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
保
険
給
付
を
受
け
る

権
利
を
有
す
る
者
又
は
当
該
権
利
を
有
し
て
い
た
者

（同
法
第
二
十
七
条
の
規

定
に
よ
り
未
支
給
の
保
険
給
付
の
文
給
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
者
を
含
む

．
）
に
つ
い
て
、
同
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
記
録
し
た
事
項
の
訂
正
が

な
さ
れ
た
Ｌ
で
こ
の
法
律
の
施
行
の
日

（以
ド

「施
行
日
」
と
い
う
で
）
以
後

に
当
該
保
険
給
付
を
受
け
る
権
利
に
係
る
裁
定
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は

、
そ
の
裁
定
に
よ
る
当
該
記
録
し
た
事
項
の
訂
正
に
係
る
保
険
給
付
を
受
け
る

権
利
に
星
づ
き
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
保
険
給
付

（厚
生
年
金
保
険
の
保
険
綸

付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
を
受
け
る
権
利
に
係
る
時
効
の
特
例
等
に
関
す
る
法

律

（平
成
十
九
年
法
律
第
百
卜

．
号
ｃ
以
下

「時
効
特
例
法
」
と
い
う
ｃ
）
第

＾
条

（時
効
特
例
法
附
則
第
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
り
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
保
険
給
付
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
保
険
給
付

と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
ｃ
）
の
全
額
を
基
礎
と
し
て

、
当
該
保
険
給
付
を
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
日
に
当
該
訂
正
が
な
さ
れ
た
後

の
厚
生
午
金
保
険
法
第
二
十
人
条

の
規
定
に
よ
り
記
録
し
た
事
項
に
従

っ
た
裁

定
が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
日
か
る
当
該
保
険
給
付
を

-1-



払
う
こ
と
と
す
る
日
ま
で
の
間
の
物
価

の
状
況
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

（以
下

「保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
」
と
い
う
ｃ

）
を
、
当
該
保
険
給
付
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
る
者
に
対
し
支
給
す
る
ｃ

（給
付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
国
民
年
金
法
に
よ
る
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
者
又
は
当
該
権
利
を
有
し
て
い
た
者

（同
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
未
支

給
の
午
金
の
支
給
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
者
を
含
む
。
）
に

つ
い
て
、
同

法
第
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
記
録
し
た
事
項
の
訂
正
が
な
さ
れ
た
卜
で
施
行
日

以
後
に
当
該
給
付
を
受
け
る
権
利
に
係
る
裁
定
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は

、
そ
の
裁
定
に
よ
る
当
該
記
録
し
た
事
項
の
訂
正
に
係
る
給
付
を
受
け
る
権
利

に
基
づ
き
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
給
付

（時
効
特
例
法
第
二
条

（時
効
特
例
法

附
則
第
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
３
）
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
も

の
と
さ
れ
る
給
付
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に

限
る
。
以
下
同
じ
。
）
の
全
額
を
基
礎
と
し
て
、
当
該
給
付
を
受
け
る
権
利
を

取
得
し
た
日
に
当
該
訂
正
が
な
さ
れ
た
後
の
同
法
第
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
記

録
し
た
事
項
に
従

っ
た
裁
定
が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た

日
か
ら
当
該
給
付
を
支
払
う
こ
と
と
す
る
日
ま
で
の
間
の
物
価

の
状
況
を
勘
案

し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

（以
下

「給
付
遅
延
特
別
加

算
金
」
と
い
う
。
）
を
、
当
該
給
付
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
る
者
に
対
し
支
給

す
る
「

（不
正
利
得
の
徴
収
）

第
六
条
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
又
は
給

付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
人
に

は

、
受
給
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
額
又
は
　
部
を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
Ｌ

°
と 支Vこ
払

を ろ う｀
に こ
｀1 よ と
鳥亥 り と
保 算 づ

~

険 定 る
給 し 日
イヽ| た ま
を 額 で
支 ⌒ の

打、以 間
う 卜 の
こ _1物
と 保 価
と 倹 θD
さ 給 状
it f寸  渉l
る 遅 を
者 延 lllJ

に 特 案
対 別 し
し 力[l ―で
支 算:政
給 金 令
す
Lで
る と 定い
い め
う る

給
IFl

遅
延
特
ガリ
カロ

算
金
の
支
給

第
一
条
　
社
会
保
険
庁
長
官
は
、
国
民
年
金
法
に
よ
る
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有

す
る
者
又
は
当
該
権
利
を
有
ｔ
′
て
い
た
者

（同
法
第
卜
九
条
の
規
定
に
よ
り
未

支
給
の
年
金
の
支
給
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
者
を
含
む
。
）
に

つ
い
て
、

同
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
記
録
し
た
事
項
の
訂

‐１１
が
な
さ
れ
た
卜
で
施
行

日
以
後
に
当
該
給
付
を
受
け
る
権
利
に
係
る
裁
定
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
裁
定
に
よ
る
当
該
記
録
し
た
事
項
の
訂

‐ｌｉ
に
係
る
給
付
を
受
け
る
権

利
に
基
づ
き
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
給
付

（時
効
特
例
法
第
二
条

（時
効
特
例

法
附
則
第
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
支
払
う

も
の
と
さ
れ
る
綸
付
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

に
限
る
。
以
下
同
じ
ｃ
）
の
全
額
を
基
礎
と
し
て
、
当
該
給
付
を
受
け
る
権
利

を
取
得
し
た
日
に
当
該
訂
正
が
な
さ
れ
た
後
の
同
法
第
卜
四
条
の
規
定
に
よ
り

記
録
し
た
事
項
に
従

っ
た
裁
定
が
行
わ
れ
た
な
ら
ば
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

た
日
か
ら
当
該
給
付
を
支
払
う
こ
と
と
す
る
Ｈ
主
で
の
間
の
物
価

の
状
況
を
勘

案
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

（以
下

「給
付
遅
延
特
別

加
算
金
」
と
い
う
「́
）
を
、
当
該
結
付
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
る
者
に
対
し
支

給
す
る
。

（不
Ｔ
利
得
の
徴
収
）

第
六
条
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
又
は
給

付
遅
延
特
別
加
算
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
川
剣
倒
関
劇
日
「

は
、
受
給
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
額
又
は
　
部
を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ

― ワ ー



第
十
二
条
　
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
に
係
る
事
務
は
、
日
本
年
金
機

構

（以
ド

「機
構
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

が
で
き
る
。

２

　

（略
）

湘
翻
∃
響
引
扁
則
卿
遡
国
綱
引
剥
ｄ
ヨ
判

１

劉̈
創
コ
劉
ヨ
劇
馴
判
「
劇
翻
「
淵
硼
司
り
翻
嗣
引
引
刻
剛
割
副

召
劇
剛
¶
刻
鮒
湖
Ｊ
劃
引
目
側
劇
因
洲
翻
潤
劉
利
劇
到
ヨ
馴
淵
劇
洲

回
日
「
悧
馴
綱
綱
劇
刹
劉
幽
測
冒
劉
嗣
コ
馴
国
悧
倒
悧
州
洲
翻
目
劃

引
劉
劉
用
円
「
湖
日
の‐
「
嘲
列
倒
「
刻
淵
耐
州
ｑ
期
引
悧
劉
謝
調
剰

二‐

相到
劉
剃
コ
劉
躙
倒
日
劃
劉
Я
洲
目
劃
創
渕
コ
副
引
創
鯛
引
倒

州
目
翻
η
刊
引
劉
鋼
目
司
「
¶
日
州
川
劇
洲
細
Ｊ
口
引
馴
潮
翻

国
創
側
コ
引
劃
矧
創
測
引
倒
＝
測
馴
日
明
潮
翻
Ｊ
則
「
洲
細
ヨ

月
劇
綱
翻
刑
利
コ
到
「
剃
刊
劇
劉
翻
∃
到
冒
劉
司
列
¶
刻
刷
月

ｑ
倒
「
Ｊ
側
翻
硼
刊
「
州
ｑ
「
¶
掴
嗣
＝
ｄ
劇
日
割
り
「
コ
封
列
釧

Ｊ
馴
日
コ
劇
淵
日
コ
引
倒
□
コ
倒
倒
日
捌
ｄ
日
刊
例
劇
川
湘
馴
Ｊ
則

倒
ヨ
判
ＩＩ
劃
月
副
個
の‐
列
ｑ
引
翻
割
謝
翻
「
ｄ
ｑ
側
冒
劉
劃
御
罰
引

¶
ョ
劉
潤
劇
呵
川
捌
日
口
側
引
翻
劇
川
翻
劉
相
洲
□
倒
翻
側
「

。‐「「‐‐

コ

劉
割
翻
「
ヨ
ｄ
判
∃
「
剤
利
司
例
¶
劃
馴
淵
ｄ
劃
引
日
「
引
劉

囲
悧
倒
制
到
州
劉
列
馴
訓
劇
劉
洲
利
引
コ
劇
醐
別
目
¶
制
剰
劇
例

―こ―
劃
創
脚
Ⅵ
劃
利
到
馴
棚
翻
潤
川
劉
側
∃
淵
刷
測
側
馴
馴
¶
引
引

「
劉
潮
別
「
刹
引
倒
日
「
刻
側
同
馴
訓
到
刷
剖
口
刷
翻
劉
酬
＝
二‐

条
の
規
定
に
よ
る
捜
索

四

則
馴
到
劃
翻
「
刊
咽
測
綱
引
コ
引
劉
悧
調
期
引
劉
引
翻
倒
Ｊ
劃

と
が
で
き
る
し

２

　

（略
）

（新
設
）
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の
請
求
及
び
同
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
条
た
だ
し
苫
の
詰

求
の
受
理

五
　
ュ剛
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限

２‐

糊
翻
日
「
劇
硼
呵
釧
「

ユー烈
Ч
到
酬
瀾
耐
¶
悧
側
倒
廻
州
渕
淵
馴
引
劃
ｄ
硼
刹
悧
州
Ｊ
川

項
第
二
号
に
掲
げ
る
権
限

（以
下

「滞
納
処
分
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
同
項

各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
に
係
る
事
務
を
効

と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
当
該
権
限
の
行
使
に
必
要
「
州
報
を
提
供

引
刻
測
口
Ｈ
目
ｑ
＝
目
羽
珊
翻
劉
洲
引
則
引
ｄ
凋
副
樹
糊
剣
引
列
劃
引
悧
洲
Ⅵ
割
刊
倒
洲

で
き
る
。

３‐

周
個
冽
馴
洲
剛
「
副
劉
謝
副
剰
目
ョ
引
劇
引
引
引
劃
個
刻
尉
日
耐
ｄ
ｄ

到
洲
引
刊
螂
引
割
釧
割
「
引
翻
調
測
洲
月
馴
引
剛
卿
躙
淵
別
「
「
引
「
司

州
川
日
刊
馴
翻
脚
問
樹
刻
創
謝
司
劉
剖
州
Ч
¶
「
翻
訓
日
用
「
コ
刑
酬
鮒

利
Ц
ｑ
釧
鋼
馴
引
剰
「
月
日
訓
月
引
日
剖
側
ヨ
剛
捌
ヨ
川
＝
剤
刻
翻
劇
剣

全
部
又
は
．
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

４‐

目
引
「
創
関
倒
馴
到
囲
洲
淵
翻
酬
劃
洲
引
劉
コ
劉
到
洲
鮒
劉
割
「
糊
州

―こ―
劃
到
引
Ｊ
捌
∃
川
旧
剤
刻
測
劇
ｄ
例
引
∃
∃
劉
引
爛
洲
日
鋼
引
御
川
劇

―こ―
劃
到
馴
冽
劃
倒
劃
潮
馴
網
回
剣
綱
鯛
日
「
判
鋼
劇
＝
ｄ
ｌ

（機
構
が
行
う
滞
納
処
分
等
に
係
る
認
可
等
）

曾
刷

劇

釧

「

劃

副

引

創

目

「

圏

コ

Ｊ

洲

劃

例

剰

綱

劉

引

引
劉

日

躙

州

翻

劃

響

ヨ

馴

刊

剛

測

到

引

側

「

２‐

目
劃
「
釘
凶
悧
倒
劉
剛
到
「
創
「
潮
襴
剣
Ⅲ
劉
Ｊ
劇
躙
馴
胴
「
‐酬
川
の‐
川

ｄ
ｌこＩ
Ｊ
ｄ
測
＝
洲
伺
引
湘
制
四
州
翻
―こ―
つ―
州
「
刑
刑
引
引
「

（新
設
）
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（滞
納
処
分
等
実
施
規
程
の
認
可
等
）

ｌ
翻
翻

ｇ

剰

馴

日

と
―

嘲

Ｊ

剰

引

「

国

引

側

目

瓢

コ

劃

州
制

畑

劉

馴

嘲

Ｊ

州

刻

倒

引

Ｊ

コ

コ

副

Ｊ

馴

引

劇

２‐

同
倒
¶
剣
側
四
馴
コ
馴
謝
「
劇
コ
引
測
到
ヨ
Ｊ
測
冒
劉
用
「
潮
湘
回
州

「
劇
馴
劉
倒
訓
引
州
¶
割
劇
引
嘲
剰
翻
割
引
刊

（
‐
判
劇
相
ヨ
日
翻
コ
洲
畑
嗣
凋
ヨ
日
「

ｌ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

ｑ
劇
引
綱
引
引
日
「
割
ノ、‐
酬
月
日
引
同
月
引
ヨ
劃
馴
矧
引
剰
Ｈ
劃
引
１

２‐

訓
国
ｑ
Щ
「
「
測
酬
鋼
筒
「
闘
ロ
ーこ―
劉
倒
到
引
ヨ
旧
間
「
日
鋼
翻
釧
劉

引
ｑ
「
引
綱
引
ゴ
川
「
用
「
副
月
同
馴
目
国
日
劉
劉
馴
刻
「
司
刑
ｄ
副
引

（機
構

へ
の
事
務
の
委
託
）

第
十
七
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
機
構
に
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
わ
せ
る
も
の

劃

日

刻

劇

翻

個

飼

翻

翻

到

州

劉

剰

割

日

国

馴

鋼

刑

劃

刻

刻

副

ｄ

刻

劉

咽

劃

割

矧

糊

硼

馴

矧

劃

日

倒

馴

引

刷

ヨ

劉

ヨ

劉

割

日

倒

コ

馴

劃

劇

因

「

）
―

コ

到
刺
コ
倒
ｄ
劇
馴
馴
「
劇
側
「
「
劉
測
判
劇
劇
Ｊ
ｇ
ａ
別
剤
ｄ

η
引
創
劉
翻
副
到
り
副
糊
「
「
の‐
冽
日
「
刻
利
コ
馴
側
翻
翻
日
例

引
謝
列
翻
綱
劃
劉
倒
Ｊ
翻
「
日
洲
引
利
∃
劉
刊
―こ―
側
馴
訓
胴
目
引

側
引
ｇ
馴
制
剖
―こ―
割
翻
劉
酬
凋
刑
目
旧
制
翻
相
洲
コ
潮
躙
判
劃
月

（附
則
第
二
条
第

＾
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
ｃ
）
の

（新
設
）

（新
設
）

（新
設
）
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劉

コ

洲

倒

引

劇

劇

列

劃

割

例

到

凶

日

創

側

別

側

∃

到

「

割

釧

測

目

淵

「

川

劉

η

洲

劇

刺

劇

周

倒

樹

日

制

副

割

コ

釧

刷

馴

創

判

割

潮

倒

同

号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除
く
。
）

「

劉
引
翻
「
硼
硼
刑
目
¶
剤
馴
司
例
引
劃
劉
州
川
劃
引
創
劉
潮
引

因
悧
劉
側
釧
渕
劉
到
Ｊ
糊
割
剰
コ
悧
Ⅶ
川
制
醐
制
ｇ
創
剰
綱
月
劉

鋼
Ｊ
測
側
樹
Ｊ
引
劇
期
間
コ
馴
劃
川
馴
例
劃
謝
川
判
引
胴
旧
劉
日

州
悧
剛
珊
刻
ョ
引
引
副
側
洲
剰
測
日
明
割
謝
Ｊ
口
¶
Ｊ
剤
劇
ｄ
ｌ

）
四

「劉
冽
剃
コ
到
邸
綱
日
劃
劉
Я
酬
ｄ
劃
創
測
コ
副
引
創
綱
引
倒

日
悧
倒
刊
釧
判
刻
翻
「
劇
奥
Ш
湘
Ⅲ
湘
湘
目
国
刷
¶
悧
馴
綱
引
日
刹

「

劉
引
Ｊ
劉
到
コ
刑
日
剃
コ
引
∃
川
樹
割
刻
個
ロ
ヨ
綱
劉
刻
劃
洲
澗
洲

日
囚
創
「
個
湘
翻
翻
日
劃
綱
翻
躙
州
用
耐
潮
１
劉
引
劇
「
酬
洲
剤
目

―こ―
劃
劉
劇
榊
日
コ
馴
引
ｑ
判
劇
引
曽
鋼
引
引
倒
園
倒
刊
個
川
剰
潮
「

引
利
Ｊ
劃
馴
劇
測
到
川
Ｈ
引
劉
「
調
洲
悧
日
―こ―
劉
創
悧
馴
洲
網
凋
口

銅
冽
剛
劇
馴
引
脚
馴
劇
口
留
創
躙
刻
劃
謝
翻
び―
日
引
相
側
捌
朝
日
馴

げ
る
事
務
を
除
く
。
）

五
　
第
十
三
条
第

．
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
に

係
る
事
務

（当
該
権
限
を
行
使
す
る
事
務
を
除
く‐「
ｕ

利

川
馴
ヨ
引
到
ヨ
「
洲
覇
劉
湖
ｄ
川
則
劉
∃
劉
「
＝
洲
ヨ
¶
謝
淵
湘
倒

確
認
に
係
る
事
務

七
　
′ヽ．剛
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務

２‐

肩
引
「
創
洲
倒
馴
到
則
渕
調
引
ヨ
引
劇
朝
劉
コ
測
躙
劉
Ｈ
「
副
珊
硼
刑

川
Ц
劃
到
悧
倒
劇
割
引
倒
ヨ
詞
ｄ
引
劇
「
「
利
「
「

・
―
劇
コ
剰
日
調
耐
「

、
必
要
な
技
術
的
読
林
え
は
、
政
令

で
定
め
る
「
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（機
構
が
行
う
収
納
）

第
十
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
会
計
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）

日
「
引
ｇ
劉
日
引
潤
州
翻
劉
ｇ
堀
ヨ
創
糊
引
ヨ
酬
劉
コ
劇

引
創
司
例
樹
日
翻
相
ゴ
＝
引
引
刻
司
剖
「
硼
「
日
劉
日
ヨ

と
が
で
き
る
。

２‐

目
引
「
創
測
倒
馴
到
馴
洲
刊
，
・
―
刹
二．‐
引
引
国
利
コ
冽
到
洲
ヨ
悧
測
「
酬

引
ｑ
冽
∃
¶
引
馴
翻
珊
相
「
祠
細
―こ―
つ―
叫
コ
「
劉
引
剣
司
洲
ヨ
利
目
川
し、―

「
――
引
劉
悧
倒
珊
郵
細
劉
目
劇
劇
剣
ｑ
「
９
剣
―

（情
報
の
提
供
等
）

ｌ
ロ

コ

「

劃

鼎

日

日

翻

洲

刷

厠

樹

側

コ

馴

コ

∃

馴

劇

酬

鞘

留

引

劇

国

劉

割

到

淵

目

糊

劇

日

「

劇

劉

目

鼎

の
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２‐

口
倒
冽
剛
翻
馴
刻
翻
襴
日
「
劇
洲
翻
州
日
劉
¶
Ⅲ
劉
剰
刊
割
湘
相
目
畑

州
別
州
割
¶
Ⅵ
洲
劉
「
潮
桐
調
引
劇
月
日
綱
例
引
割
劃
引
洲
劉
割
欄
朝
州

劇
引
飼
劃
刊
剣
剰
＝
脚
＝
洲
引
日
測
ヨ
月
劇
ｑ
四
馴
御
刻
馴
洲
川
引
ｄ
刊

（命
令
へ
の
委
任
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第

一
十
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

こ
の
法
律

の
実
施
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
命
令
で
定
め
る
。

（罰
則
）

ｌ

（新
設
）

（新
設
）

（命
令

へ
の
委
任
）

第
十

二
条
　
こ
の
法
律
に
定
め
お
も
の
の
ほ
か

な
事
項
は
、
命
令
で
定
め
る
。

（新
設
）

こ
の
法
律
の
実
施
に
関
し
必
要
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金
に
処
す
る
。

１

到
割
翻
綱
引
劇
則
馴
到
劇
翻
「
川
ロ
ヨ
刷
劃
劇
「
創
刻
馴
翻
到

Ч
囚
「
国
＝
ｄ
ｌ司‐
Ч
Ｊ
洲
翻
翻
―こ―
割
川
剰
淵
日
劃
刊
測
Ⅵ
則
測
ｄ

目
劃
Ш
調
翻
潤
劉
判
劇
刻
例
日
‐工‐‐
国
側
日
翻
矧
川
引
剰
＝
悧
日
日

馴

劇

潤

割

樹

例

副

剛

瓢

倒

閑

劉

日

「

劉

翻

ロ

コ

翻

劇

囲

り

倒

鮒

コ

割

劃

日

「

劇

測

川

園

州

∃

冽

ヨ

コ「
劉
翻
∃
測
＝
悧
日
劃
劉
Я
祠
目
劃
創
洲
コ
副
引
創
劉
引
倒

翻

日

剰

＝

矧

劇

田

国

測

州

＝

劉

＝

目

州

ｄ

翻

咽

引

州

剣

引

酬

倒

悧

引

日

劇

劉

＝

日

劃

側

馴

刻

悧

劉

劃

Л

創

側

」く
―

劇

口

謝

倒

制

鳳

川

訓

引

＝

剣

副

引

層

旧

劃

冽

剰

Ｊ

冽

ｌ
剰

刻

劇

洲

コ

剣

国

日

則

捌

倒

酬

ヨ

劇

刊

コ

創

副

コ

日

目

り

刷

嘲

測

割

州

倒

倒

馴

謝

釧

翻

劇

Ｊ

副

州

引

目

洲

劉

引

周

劇

日

創

罰

到

淵

州

馴

州

謝

潤

習

調

日

ＦＩイ
ーー

到

測

創

引

引

創

凋

創

劃

劇

周

冽

倒

剣

川

矧

州

も
、
同
条
の
刑
を
科
す
る
。

２‐

川
倒
ｑ
「
躙
田
馴
副
月
調
引
調
珂
の‐
倒
日
ｇ
劇
到
倒
例
樹
劉
目
調
酬
て―

目
劇
刊
剛
劉
劉
割
剤
樹
尉
硼
洲
ｄ
司
調
調
綱
引
Ч
劃
引
馴
¶
劇
洲
川
耐
引

国
「
引
倒
劉
引
日
¶
「
劇
¶
冽
調
引
川
刈
□
四
期
「
劇
刻
樹
割
洲
副
劇
調

訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
三
条
　
機
構
の
役
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は

、

二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

（新
設
）

（新
設
）
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１

剃
＝
馴
コ
「
酬
「
―司‐
劉
州
Ｊ
倒
糊
＝
＝
釧
刑
「
日
倒
劇
劇
劇
洲
洲

劇
劇
劉
劉
翻
「
ヨ
「
劉
―‥―
コ
創
「
翻
翻
劉
剰
刊
川
創
「
潤
倒
Л
耐
て―

劉
刷
コ
創
側
翻
創
剰
司
刊
Ｊ
「
潮
洲
細
網
目
劃
国
鼎
劉
創
刷
翻
司
訓

引
ヨ
割
Ⅶ
割
悧
淵
引
引
倒
目
刻
ロ
コ
＝
引
「
ｄ
劇
劃
馴
ヨ
副
別
洲

つ―

た

と
き
。

二‐

【劉
＝
剰
劉
ヨ
倒
＝
「
「
翻
馴
刻
劇
留
割
嗣
闘
潤
劉
馴
刃
∃
劉

三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
Э

附
　
則

（社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
の

．
部
改
正
）

第
五
条
　
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法

（昭
和
一
十
八
年
法
律
第

二
百
六
号
）
の

．
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
ｃ

（略
）

第
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

「又
は
」
を

「、
」
に
改
め
、

「第
百

条
」
の
下
に

「又
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
八
条
」
を
加
え
、
同
条

第
四
号
中

「―
徴
収
又
は
」
を
二
着
■
Ｆ
ふ
雅
僻
堅
有
Ｌ
く
，ょ
」
に
改
め
、

「に

よ
る
処
分
」
の
下
に

「
又
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
六
条
第

．
項

（

年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
附
則
第
二
条
第
　
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
３
以
下
同
じ
ぅ
）
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金

（給
付
遅
延
特
別
加
算
金

（

日

引

剣

口

劉

劃

凋

測

ヨ

「

引

期

ロ

コ

翻

コ

ｄ

倒

測

ｄ
ｌ、
―
洲
馴
嗣
「
「

′ヽ
―
倒
到
刑
＝
珂
洲
日
＝
コ
国
馴
Ч
ｌ
「
に
係
る
も
の
に
限
る
ｃ
）

の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
若
し
く
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
六
条
第
二

項

（年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
附
則
第
二
条
第

．
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る

同
法
第
九
十
六
条

の
規
定
に
よ
る
処
分
」
を
加
え
る
。

1琳l

貝J

（社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
の

．
部
改
正
）

第
五
条
　
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法

（昭
和
二
十
八
年
法
律
第

二
百
六
号
）
の

．
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
ｃ

（略
）

第
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

「又
は
」
を

「、
」
に
改
め
、

「第
百

条
」
の
ド
に

「又
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
八
条
」
を
加
え
、
同
条

劉
到
引
日
躙
到
翻
州
到
劇
「
「
日
引
劃
Ｍ
コ
冊
劃
到
刻
樹

り
刻
劇
倒
側
矧
劉
州
州
測
劇
刷
潤
ｄ
脚
囲
田
馴
「
刊
劉
劇

Ｊ
洲
馴
ロ
コ
到
糊
「
国
倒
劇
到
棚
日
り
「
ヨ
爛
潤
川
相
翻

馴
ｎ
∃
日
劃
引
例
翻
劇
刊
烈
ｑ
測
ヨ
「
劇
刻
馴
日
引
創
割

Ｊ
躙
日
例
Ⅲ
倒
因
「
Ｊ
響
川
９
劉
瑚
潮
翻
劉
馴
劇
嘲

）
―
引

を
加
え
、
同
条
第
四
け
中

「徴
収
又
は
」
を

「徴
収
若
し
く
は
」
に
改
め
、

「

に
よ
る
処
分
」
の
ド
に

「又
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第
六
条
第

´
項

（年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
附
則
第
二
条
第

´
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金

（給
付
遅
延
特
別
加
算
金

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
賦
課
、
徴
収
若
し
く
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
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第
四
条
第
　
項
中

「国
民
年
金
法
に
よ
る
給
付
」
の
下
に

「並
び
に
年
金
給

国
日

国

困

劇
日

嘲

劇

倒
調

側

姻

翻
洲

刻

劇

目
引

Я

洲

＝
酬

ヨ

刊

劉
翻

Ｊ

洲

劃
樹

割

刷

月

日寺
‐

斜

襴

到
司

劇

「

。
）
及
び
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
」
を
加
え
、

「同
法
」
を

「国
民
年
金
法
」

に
改
め
、

「徴
収
金
」
の
下
に

「若
し
く
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法
第

六
条
第

．
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金

（給
付
遅
延
特
別
加
算
金
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

（削
る
）

（略
）

（削
る
）

（そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令

へ
の
委
任
）

第
七
条
　
こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か

な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

こ
の
法
律

の
施
行
に
伴

い
必
要

給
法
第
六
条
第
１
項

（年
金
綸
付
Ｆ
延
加
算
金
支
給
法
附
則
第
二
条
第
　
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
ド
同
じ
ｃ
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ

る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
九
卜
六
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
　
項
中

「徴
収
金
」
の
下
に

「若
し
く
は
年
金
給
付
遅
延
加
算
金

支
給
法
第
六
条
第

．
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金

（給
付
遅
延
特
別
加
算
金
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、

「但
し
」
″
一
「た
だ
し
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
　
項
中

「国
民
年
金
基
金
」
の
ド
に

「、
年
金
給
付
遅
延
加
算
金

支
綸
法
の
規
定
に
よ
り
保
険
給
付
遅
延
特
別
加
算
金
若
し
く
は
給
付
遅
延
特
別

加
算
金
の
事
務
を
行
う
社
会
保
険
庁
長
官
」
を
加
え
る
。

（略
）

（関
係
法
律
の
整
理
）

の
機
理
に

別
に
法
律

で
定
め
る
。

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要

`)い
‐ ~

は

在 112
過   の
措 こ 他
置 171の

は

“

付 経｀
脚1過
政 に 措
令 り3』 起i
で 定 σ)

,亡 寸
~政

め る 令
る 1)ヘ
・  1/〕  び)
の 委
ほ f千
か V
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○
　
日
本
年
金
機
構
法

（平
成
十
九
年
法
律
第
百
九
号
）

抄

（第
二
条
関
係
）

（業
務
の
範
囲
）

第
二
十
七
条

　

（略
）

２
　
機
構
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
次
の
業
務
を
行
う
。

＾
～
一
　

（略
）

四
　
次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

イ
～

二
　

（略
）

司

目
何
「
割
倒
劉
＝
調
ａ
Ⅲ
川
洲
回
劇
倒
創
例
州
川
Ⅵ
劇
謝
訓
目
＝

例
到
州
剰
洲
Ⅵ
創
周
剛
劇
創
刻
Π
劉
翻
ヨ
引
月
「
馴
日
ヨ
刊
Ｊ
引

「
利
劇
劃
翻
「
目
目
制
劇
コ
創
柵
間
測
馴
引
硼
∃
刷
馴
到
判
剰
剣

Ｊ
到
ｇ
翻
銅
刻
罰
謝
劇
り
馴
馴
劉
川
劉
酬
司
劇
リ
コ
劇
刻
刷
湘
―こ―

例
引
割
謝

Ｔ・‐．
　
（略
）

改

正

案

（業
務
の
範
囲
）

第
二
十
七
条

　

（略
）

２
　
機
構
は
、
前
項
の
業
務
の
は
か
、
次
の
業
務
を
行
う
。

．
～
三

　

（略
）

次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
う
こ
と
＾́

イ
～

二
　

（略
）

（新
設
）

（略
）

現

一Ｔ

（傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

- 11 -



○
　
国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）

抄

　

（第
三
条
関
係
）

⌒廃
止
前

の
国
民
年
金
特
別
会
計
法
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
適
用
に

関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
十
六
条

　

（略
）

２

・
３

　

（略
）

４
　
平
成
ニ
ト

．
年
度
及
び
平
成
二
十
二
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
特
別
会
計
に

関
す
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の

表
の
卜．
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
宇
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

（傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

（廃
止
前
の
国
民
年
金
特
別
会
計
法
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律

の
適
用
に

関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
卜
六
条

　

（略
）

２

・
３
　
　
（略
じ

４
　
平
成
ニ
ト

．
年
度
及
び
平
成

一十
二
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
特
別
会
計
に

関
す
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の

表
の
１１
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
宇
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
牛
句
と
す
る
。

第

百
卜
三

第
百
十
二

条
第
　
■

第
八
卜
条
第
　
項

を
除
く

（略
）

第
八
卜
条
第
　
項
及
び
平

を
除
く
。
）
並
び
に
平
成

十
六
年
国
民
年
金
等
改
正

法
附
則
第
十
四
条

の
二
前

段

（略
）

第
百
十
二

第
百
十
三

条
第

．
項

第
人
卜
条
第
　
項

（年
金
給
付
遅

同
じ
。
）

（略
）

第
八
十
条
第

．
項

（年
金

含
む
）
次
条
第
　
項
及
び

第
百
二
卜
条
第
■
項
第

号
に
お
い
て
同
じ
．
）

お
い
て
適
用
す
る
場
合
を

同
じ
．
）
並
び
に
平
成
ト

六
年
国
民
年
金
等
改
正
法

附
則
第
卜
四
条

の
三
前
段

（年
金
給
付
避
延
加
算
金

支
給
法
第
七
条
第

．
項
に

（略
）

日ヽ「

員り

-12-



（略
）

条
第
二
項

（略
）

（略
）

延
加
算
金
支
給
法
第
七
条
第
　
項

に
お
い
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

。
第
百
三
十
条
第
二
十項
第
二
号
に

お
い
て
同
じ
‘
）

（略
）

（略
）

給
付
遅
延
加
算
金
支
給
法

第
七
条
第
　
項
に
お
い
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。

第
百
二
十
条
第
二
項
第
二

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及

び
平
成
十
六
年
国
民
年
金

等
改
正
法
附
則
第
二
十
二

条
の
二
前
段

（年
金
給
付

遅
延
加
算
金
支
給
法
第
七

条
第
　
項
に
お
い
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
第
百

二
十
条
第
二
項
第
二
号
に

お
い
て
同
じ
。
）

支
給
法

（略
）

条
第
二
項

（略
）

（略
）

（略
）

（略
）

成
十
六
年
国
民
午
金
等
改

正
法
附
則
第
二
十
二
条
の

二
前
段

13 -
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予防接種体系図

(麻疹tポリオ等)|
‐ ロ ロ ー ー ー ー ー ー ‐ ‐ ― ― ― ‐ ‐ 1

発生及びまん延を予防
することを目的とする

二類疾病の定期接種
(季節性インフルエこ

個人の発病又はその重

:症化を防止し、併せてそ
のまん延予防に資するこ

まん延防止に比重

予防接種に関する公的関与の度合い

臨時接種 ○
○

(接種を受けるよう勧める)
なし

―類疾病の

定期接種 ○
○

(接種を受けるよう勧める)

あり

低所得者を除き
掌書徴1,可能

新たな

臨時接種
X

○
(接種を受けるよう勧める)

あり

低所得者を除き
実費徴収可能

二類疾病の

定期接種
X

(接種を受ける法律上の義
務はないことを周知する)

あり

低所得者を除き

実費徴収可能

注)勧奨や周知の具体的な方法としては、公報や個別通知、各種メディアを通じた広報など適切に選択し実施 3



新たな臨時接種l再係る健康被害救済の給付水準について

救
済
給
付
額

公
的
関
与
の
度
合
い

二類疾病の

定期接種

新たな臨時接種
現行臨
轟轟覇計
び回

廟接種  □

新.たな臨時接種I=係る健康被害救済の―給‐付:額.(政令事項)
O現在の新型インフルエンザ (A/Hl Nl)接種事業についても新たな臨時接種と同額に遡及して引き上げる予定

障害児養育

年金 (年額 )

1級 153万円 119万円 85万 円

2級 123万円 95万 円 68万 円

障害年金

(年額 )

1級 490万円 381万 円 272万円

2級 392万円 305万円 218万 円

3級 294万 円 229万 円

死亡時の給付

死亡一時金

4,280万円
死亡一時金

【被害者が生計維持者の場合】

3,330万円

【被害者が生計維持者以上の場合】

2,497万 円

【被害者が生計維持者の場合】

遺族年金   238万 円
(最長10年分 2,378万円 )

【被害者が生計維持者以生の場合】

遺族一時金  714万円

注1)金額は千の位を四捨五入して示した。
注2)現行の臨時接種及び―類疾病の定期接種並びに新たな臨時接種の障害児養育年金及び障害年金について
は、上表とは別に介護加算(1級 :84万円、2級 :56万円)がある。また、特別児童扶養手当、障害基礎年金等
を受給している場合併給調整がある。

注3)医療費、医療手当、葬祭料は同じ額なため省略している(ただし、二類疾病の定期接種等は通院は対象外)。



今後、厚生科学審議会予防接種部会において、予防接種の目的や基本的な考え方、
関係者の役割分担等について、予防接種制度の抜本的な見直しの議論を重ねていただ
き、それを踏まえて速やかな対応を図りたい。

(1)予防接種法の対象となる疾病・ワクチンのあり方
0予防接種法の対象となつていない疾病・ワクチンの評価や位置付け
例 :Hib(インフルエンザ菌b型 )、 肺炎球菌、HPV(ヒトパピローマウイルス)、 水痘など

(2)予防接種事業の適正な実施の確保
・ 国、ワクチン製造販売・流通業者、医療機関 (医師)などの関係者の役割分担
口予防接種により生ずる健康被害の救済制度、被害認定の方法、不服申し立て
・ 接種の優先順位付けのあり方 等

(3)予防接種に関する情報提供のあり方
・ 予防接種の意義や健康被害が生じる可能性等の情報提供のあり方

(4)接種費用の負担のあり方
・ 予防接種の果たす役割や特徴等を踏まえた、その費用負担のあり方

(5)予防接種に関する評価・検討組織のあり方
・ ワクチンの有効性や安全性に関する調査研究・情報収集・評価の方法を推進する体制
・ 諸外国の予防接種施策に関する検討組織と同様の組織を設けることの必要性
・ その際の機能 (権能 )、 構成メンバー、制度運営に当たる人員等の体制 等

(6)ワ クチンの研究開発の促進と生産基盤の確保のあり方
・ ワクチンの研究開発や生産基盤の方策



予防接種法及び新型インフルエンザ予防接種による健康被害の救済等に関する

特別措置法の一部を改正する法律案の概要

1当 1面の緊急措置こ.して,全国堕曼躍些隻受堕I≧J壺蜂興Щ≧及び―今後これと同等の1新たな―「病原‐
1峰逸靡率尊●嚢凛業C■コ嘘韓4彙lJヽ多1牛|IⅢ場1合,0■1晦1簗..1封1事■1石1傘1♯う|||,||||‐1111=■

☆ 予防接種法の抜本見直し(対象疾病の拡充、健康被害救済措置のあり方、費用負担のあり方、評価口検討

組織のあり方など)は、引き続き、厚生科学審議会予防接種部会で議論。



1..新.たな―臨‐時‐1襲種001.設

1                        7:'事毒冒案謹菫
堵i偕薦1真あ禰男あtこT曇1戻I耳追|:が |(インラリじ土ンザ予防機種の実務に精通した市町村が実施

(国|はワタチンの供給等にっいて必要な措置を講ずる)

:対1象者に接種を:■!する

:   I        T
1の1まうて1引|き上|げ 低所得者を除き、

実費徴収可能

:櫨1所得1者を除きtl

国
ψ
都道府県

暫1勢11罐籐製鶴暦ガ警¬F‐甲|

新型インフルエンザ

ワクチン接種事業

新たな臨時接種

細
・／４

:.国‐の―責‐任‐によ―る.ワク:チンー確‐堡

i           lキ た嚢這最轟|二1朱1償‐契ⅢⅢⅢ:二重養塞磐藍」|
了1lT‐.11キ11■|「fillTllF11「 |11‐

「
‐|「‐11‐FII:‐「「:.T「

IF・
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‐
11「 |‐ ■‐‐■ |■ |● (5年間‐IQ岬|‐ |  ■ .   ‐   |‐

3■施行期ロ

61111ともtヽそ巖公希|あ 1白がら通章しそ二月を超えない範由におしヽそ政令で定める●12について1ま公布日

そのほか、新型インフルエンザに係る定期接種を、高齢者以外を対象に実施できるようにする。(新たな臨時接種が終了
した際に、定期接種に移行するか判断)



「第1回新型インフルエンザ(〃HlNl)対策総括会議」
(平成22年 3月 31日 )配 付資料

今般の新型インフルエンザ
(A/HlNl)対策について
～対策の総括のために～

平成22年3月 31日
厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部

感染拡大のタイミングを可能な限り遅らせ、

その間に医療体制やワクチンの接種体制

の整備を図る。

盛墨塑匡上1クを可能な限り低く抑える。

国民生活や経済への影響を最小限にする。

基礎疾患を有する方々等を守る。

その結果、重症者、死亡者の数をできるだ

け最小限にする。

①

②

③

④

⑤



患者数の急激で大規模な増加を抑制口緩和

感染の拡大時期|
を遅らせる

我が国の状況
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年齢別推定患者数 1°/o(60‐ 69月比)

20/0150‐ 59歳 }
1%(70歳‐) 平成21年28週～平成22年 11週

■0～9歳

■10～ 19歳

国20～ 29歳

■30～ 39歳

目40～ 49歳

国50～ 59歳

□60～ 69歳

□70歳～

―平成22年 3月 25日時点で取りまとめ―
3月 17日 ～3月 23日 に

入院した患者

入院した患者数

15～ 19歳

30～ 39歳

70～ 79歳

11人

4

3月 23日までに入院した患
者の累計数※1

人

17640

808人

3575人

7048人

2545人

555人

443人

408人

406人

483ス

474ス

505人

390人

11052

6588
１

２

※

※

7月 28日時点で入院中の患者または7月 29日 以降に入院した患者の累計数 (12月 21日 以降は、インフルエンザ様症状を呈する患者数を発計 )
先週発表後における、自治体による前週以前のデータ修正を反映済み



3月 17日 ～3月 23日 に 3月 23日 までに入院した―平成22年 3月 25日 時点で取りまとめ―

入院した患者数

墓機痣 畠弗右すス者
=※
3`―蔀■趙右しJヽ

妊婦

慢性呼吸器疾患

慢性心疾患

慢性腎疾患

慢性肝疾患

神経疾患・神経筋疾患

血液疾患

糖尿病

疾患や治療に伴う免疫抑制状態

その他

急性脳症・人工呼吸器利用※4(一部重複有り)

急性脳症 (インフルエンザ脳症 ラヽイ症候群等 )

人工呼吸器の利用

入院中の集中治療室入室

患者の状態

入院中

退院 (転院を含む )

死 亡

不 明
※ 3 平成21年 10月 14日以前は、「慣性呼吸田疾 0(喘息等 代闘性疾 免疫機能不全 (ステロィド全身投与等 )Jと して報告さ

845ノk

16425人

171人

199人
れていたものを

「慣性呼吸器僕0、 糖尿綱、慣性腎疾壼、疾患や治療に伴う免疫抑制状態」に再集計
※4入院中に一時期でも急性脳症に催0、 人工呼吸器の利用、または集中治籠

=に
入室した0者の数

9人

6人

0人

0人

0基 礎疾患を有する者等の年齢別内訳 (平成22年3月 23日までに入院した累計患者)
年齢 1●未満 1～ 4崚 5～ 9餞 10～ 14● i5～ 191 20～ 29J 30～39" 40～ 49自 50～ 591 60～60■ 70～ 79自 80虫以■ 計

妊婦 5人 27人 37人 4ス 73メ

慢性呼吸器疾患 26ノk 586人 1792人 616人 123メ 83′k
人Ｅ
υ
０
０ 90以 119ス 131人 161人 102メ 3914ス

慢性心疾患 14人 23人
人う
こ
Л
”

人０
０
●
乙 4ス 11人 8人 14以 33人 54人 77人 93メ 401人

慢性腎疾患 2人 13人 34人 18人 8人 8人 8人 19ス 44人 44人 46人 27人 271人

慢性肝疾患 3人 4人 1人 4人 6人 8人 19人 18人 19人 15メ 97人

神経疾患・神経筋疾患 2人 20人 72人 40汰 18人 18人 12人 19人 10人 22人 32人 23人 288人

血液疾患 4人 12人 14人 14人 6人 4人 7人 15人 20人 20人 14人 7ス 137人

精尿病 3人 2人 10人 5人 8人 22人
人Ｅ
υ
”
， 77人 83A 88人 45人 388人

疾輌や治景に伴う
争●IIn伽|‖機 3人 9人

人●
乙
う
０ 16人 13人 5人 26人 19人 33人 47人 人り

０
Ｅ
υ 31人 287ノk

その他の
基礎疾患

30人 176人 428ノk 207人 60人 66人 73ス 91人 136人 108人 127人 99人 1601ノk
計

一部重複あり) 70人 819人 2332人 905人 223人 212人 241ス 268人 376人 386人 420人 311メ 6563ンk

0急 性脳症及び人工呼吸器を利用した患者の年齢別内訳 (平成22年3月 23日までに入院した累計患者 )
年齢 l彙未満 1～ 4彙 5～ 9燿 10～ 14饉 :5～ 19■ 20～ 29“ 20～39" 40～491 50～59■ 60～ 69■ 70～ 79■ 80餞以」 計

急性脳症 9ス 114人 247人 87ス 28人 13人 10メ 8メ 8ス 8メ 8ス 3ス 543人

人工呼吸器の利用 18ス 105人 234メ 66ス 18ス 28人 37メ 56メ 71人 53メ 51ス 24ス 761人

集中治療室入室 25ス 155人 369メ 100人 28人 31人 41メ 51メ 64人 54メ 57人 23人 998メ

計 (一部重複あり) 33人 258人 648人 191人 53人 46人 54人 71人 99人 80人 76人 37ス 1646人

O入 院患者の推移 (平成22年3月 23日 までに入院した累計患者)

期間
1月 26日

以前
1月 27日

～2月 2日
2月 3日

～2月 0日
2月 10日
‐2月 16日

2月 17日
‐2月 23日

2月 24日

～3月 2日
3月 3日

～3月 9日
3月 10日
υ3月 16日

3月 17日
計

16910メ 225ス 124メ 108メ 43ス 28ス 16メ 15メ 17640ノ｀

うち薔礎疾患を有する者 6277メ 95メ 73ス 38メ 47メ 18人 9人 3メ 3メ 6563メ



死亡者の年齢別内訳 (平成22年 3月 23日時点)

年齢 1●未満 1～ 4艤 5～ 0崚 10～ 14● i5～ 10● 20～29歳 30～39由 40～49餞 60～ 69歳 70～79彙 80歳以上 計

臥
カ
秩
カ

ー

５

臥
カ

ー

３

臥
カ
臥
カ
以
カ

ー

４

仏
カ

ー

３

以
カ
３
“
31人

(4人 )

25A
(0人 )

臥
カ

２

０

臥
カ

２

１

198人

(27人 )

基礎疾患を有する者
(うち入院外患者)

以
哄
臥
吠
以
人
秋
カ
以
吠
は
人
臥
狭
以
は
私
は
25A
(0人 )

21人

(0人 )

欲
カ

２

１

138人

(11人 )

死亡者の死亡週別内訳 (平成22年3月 23日時点 累計198人 )

季節性インフルエンザによる死亡者数
(平成18年 1月 ～12月 )

※ 死亡日で集計

今回の新型インフルエンザによる死亡者数
(平成21年8月 15日 ～平成22年3月 25日 )

6∞
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3∞
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100

0

35
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20
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5

0

従来の季節性インフルエンザでは、小児と高齢者に二峰性のピァクが存在する。
一方、今回の新型インフルエンザでは、ほぼ全年齢に渡つて死亡者が存在する。
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Figure 10:Hospita:ised cases with confirrned pandenlic

{HlNl,2009 influenza infectlon by week of adnlissiont and
week:y(3P:L:oonsu!tation rates(Eng:and)
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資料 :感染症発生動向調査 (全国およそ5000の 定点医療機関 (′]ヽ児科およそ3000、 内科およそ2000)からの報告 )
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出Jき :Weekly Epiderniological Record(WER),13 November2009
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他国に来た5月 、6月 頃の

2他国と比較してなぜ日本は人口当たり
死亡者数が少ないか。

24



対策の経緯

水際対策による時間かせぎ(4月 から6月 )

地域での感染拡大防止による時間かせぎ
(5月 から6月 )

3医療体制の整備 (5月 から)
4ワクチン供給 (7月 から)
5普及口啓発 (4月から)

１

　

２



○

○

病原性の高い新型インフルエンザ(H5Nl)などを想定し
た「新型インフルエンザ対策行動計画」(平成1412月 )及び

「新型インフルエンザに関するガイドライン」(平成242月 )の

策定

内閣総理大臣を本部長とする対策本部を設置すること

を閣議決定。(平成19年 10月 )

抗インフルエンザウイルス薬等の備蓄

訓練を4回実施。

新型インフルエンザについて、入院勧告等の措置ととも

に、停留等の水際対策を行うための感染症法等の改正

(平成20年5月 )
27

○

○

○

■

ヨ r 予算措置 備蓄量 :Z詢 1通疑

17年度
当初 7.2万人分 1.6億円
補正 742.8万人分 162億円

257万人分

18年度
補正 300万人分 72億円
予備費 300万人分 68億円

1,093万人分
18年度～19年度
1,050万人分

19年度

20年度 補正 1,330万人分 347億円 500万人分

21年度 1,150万人分
21年度～23年度
1,330万人分

合 計 651億円 3,000万人分 2,380万人分
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予算措置 備蓄量 ::耐

18年度 詢
徹
30万人分 9。 1億円
30万人分 8.3億円

42万人分

19年度 補正 75万人分 22億円 93万人分

20年度 補正 133万人分 39億円

21年度 165万人分
21年度～23年度
133万人分

合 計 78億円 300万人分 133万人分

・ 4月 23日

4月 24日

4月 25日

4月 28日

4月 29日

4月 30日

5月  1日

5月 8日
5月 13日

●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●

●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●

●
　
　
　
　
●

米国内での豚由来A型インフルエンザウイルスの

ヒトヘの感染事例に関する情報の共有

厚生労働省から都道府県への情報提供

検疫強化、コールセンター設置

WHOがフェーズ4宣言、政府の新型インフル
エンザ対策本部で「基本的対処方針」策定

サーベイランスの通知 (症例定義)

WHOにおいてフェーズ5へ引き上げ
政府の新型インフルエンザ対策本部で「基本的

対処方針」改定

検疫における最初の患者捕捉 (成田空港 )

新型インフルエンザ対策本部諮問委員会報告

(停留に関する報告)             30



・ 国民への

パンデミックワクチンの製造

国内発生に備えた準備

①保健医療関係者への情報提供

②発熱相談センター、発熱外来の設置準備

③国内サーベイランスの強化

④事業者への注意喚起

4月 29日 通知
○ 疑似症患者の定義

38℃以上の発熱又は急性呼吸器症状
かつ

患者等との接触歴又はまん延国の滞在歴
かつ

迅速診断キットでA型陽性、B型陰性

な釜破慇
速診断キットでA型陰性であっても臨床的に強く疑う場合

○ 集団発生について

感染症と思われる患者の異常な集団発生を確認した場合の報告
について周知徹底

32



・ 4月 28日策定のものに加え、国内発生に備えた措置を
カロ

1)積極的疫学調査

2)感染拡大防止措置
・うがい、手洗い、不要不急の外出自粛、集会・スポーツ
大会等の自粛、事業者の不要不急の事業の縮小など

3)抗インフルエンザウイルス薬等の円滑な流通

4)医療従事者や初動対処要員等の保護

<検疫方法・健康カード>
口有症者の有無に関わらず、北米3カ国(メじ月、アメリカ(本土)、
カナダ)来航の全便に対し、機内検疫を実施。
・検疫所への応援については、成田空港の場合、1日平均、医師約20名、看護師約40名
・全入国者に健康カード配布
(健康管理、発症時の発熱相談セ勁 ―への連絡を周知徹底)

<PCR検査>
・迅速診断キットで陽性等の場合に、PCR検査を実施
・結果判明まで有症者は医療機関にて待機
<隔離、停留、健康監視>
口患者の隔離、濃厚接触者の停留を実施
・北米3カ国からの金便に■て、機内ですべての乗員口乗客に健康状態質問票
を配布し、機内にて回収。
・回収した質問票記載の情報を基に、検疫所より、自治体に対し健康監視を依頼。
(北米3カ国全入国者を対象。)

34

追

検疫の目的

「検疫の強化等により、できる限リウイルスの国内侵入の時期を遅らせることが重要である。
しかしながら、ウイルスの国内侵入を完全に防ぐことはほぼ不可能であるということを前提とし
て、その後の対策を策定することが必要である。Jとの行動計画の基本的考え方に従い、以下
の対応を実施した。



・ 4月 24日 メキシコにおいて死亡者多数(WHO)
5月 8日 MMWR(CDC)
大多数の人は感染しても軽症、しかし、
健康な若年者や子どもの中で重症化や
死亡の報告があり、いくつかの特徴が

季節性インフルエンザと異なる。

5月 11日 WHO、 メキシコの合同調査結果発表
季節性より感染力は強い。推定致死率0.4%
でアジアインフルエンザと同等。

・ 5月 13日 専門家諮問委員会報告
臨床経過は季節性インフルエンザに類似。
ただし、基礎疾患を有する方を中心に一部
重篤化することに注意

・ 6月 2日 ニューヨーク市より臨床像の報告

入院患者341人のうち、82%が基礎疾患
を有していた。

・ 6月 12日 WHOがフェーズ6宣言。
Moderateと評価
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<6月 19日まで>
5月 16日 兵庫・大阪での最初の国内発生

5月 1日 の基本的対処方針を踏まえた

「確認事項」策定

5月 22日 政府の新型インフルエンザ対策本部で
「基本的対処方針」第2次改定

厚生労働省で「運用指針」策定

6月 12日 WHOにおいてフェーズ6へ引き上げ
6月 19日 厚生労働省で「運用指針」改定

(検疫については「運用指針」を踏まえ順次弾力化)

医療体制の整備

地域や職場での感染拡大防止、

積極的疫学調査、学校等の臨時休業

(集会、スポーツ大会等について一律の自粛は行わない)

水際対策

バンデミックワクチンの開発

事業者への注意喚起

２

　

３

４

　

５

　

６

1情報収集と国民への情報提供



1目標
①国民生活や経済への影響を最小限に抑えつつ
感染拡大を防ぐ

②基礎疾患を有する者等を守る

2措置
①情報収集と国民への情報提供

②地域や職場での感染拡大防止
(外出自粛口事業自粛は行わない)

③医療、検疫、学校等の関係は厚生労働省運用指針

感染の初期、議 働 り濁にあり、感染拡大防止に努めるべき地域
・発熱外来、発熱相談センター

・感染症法に基づく入院治療、積極的疫学調査

・抗インフルエンザウイルス薬の予防投与
・学校等の臨時休業

の増加が見昴 、重症化の防止に重点を置くべき地域
・一般医療機関での診療
0基礎疾患を有する者は入院、軽症者は自宅療養
・PCR検査に優先順位
・設置者等の判断による学校等の臨時休業

・機内検疫からブース検疫へ、停留から外出自粛ヘ



冬を迎える南半球での患者の増加

WHOが 6月 12日 にフェーズ6

国内発生患者数はその後も増加

・ 原因が特定できない散発事例の発生

運用指針の改定

地域をグループ分けせず、地域の実情に応じ
て対応

全数把握からクラスターサーベイランスの強
化へ (7月 24日から実施)°

全ての一般医療機関において診療

検疫時の隔離の中止

■1〉 塀亦翫靭が
続

・患者数は着実に増加を続ける

41



5月 22日～6月 18日

<検疫方法・健康カード>
・北米3カ国びキシコ、アメリカ(本土)、カナダ)からの来航便に対し、検疫官が
機内に乗り込み「健康状態質問票」の記載の徹底等の呼びかけを実施。
・健康状態質問票の検疫ブースでの回収。

<隔離、停留、健康監視>
・濃厚接触者の停留を中止し、より慎重な健康監視を実施。
・その他の同乗者の健康監視を中止。

6月 19日 ～9月 30日

<検疫方法・健康カード>
・検疫ブースでの呼びかけ(健康状態質問票の回収の中止)。
<PCR検査>
・同一旅程の集団から複数の有症者が認められた場合に実施。
<隔離、停留、健康監視>
・患者の隔離を中止。
・患者の同一旅程の者については、都道府県に情報提供。

10月 1日 以降
日入国者への注意喚起等 (基礎疾患を有する者等への受診勧奨)    43

新型インフルエンザ患者発生状況 n〓5038
法第12条の医師の届出(全数把握).

5/16-7ノ24

■50
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平成21年 週別発生状況

定点あたり報告数

4.00

3.50

3.00

2.50

2.00

1.50

1.00

0.50

0.00

〆帰    〆キヤ抒ξヾ 写写sギご
A       ▲       ▲

新型インフルエンザ発生    国内発生      フェーズ6宣言
45

資料 :感染症発生動向調査 (全国およそ5000医療機関 (1ヽ児科およそ30∞、内科およそ2∞0)からの定点報告 )

・ 8月 15日 国内で最初の死亡報告

・ 8月 19日 流行入り宣言 (全国平均の定点報告数が1を
上回る(8月 10日～16日の週))

8月 28日 流行シナリオなど医療体制の通知

10月 1日 「新型インフルエンザ(A/HlNl)ワクチン接種
の基本方針」を策定 (新型インフルエンザ対策本部)



中位設定 高位設定

発症率 20% 30%

入院率 1.5% 2.5%

重症化率 0。 15% 0.5%

800000

600000

400000

200000

0

※ 各都道府県において医療体制を確

保するための参考として示す仮定の

流行シナリオであり、実際の流行予測

を行つたものではない。

40000

20000

0
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《課題》

1.重症患者数の増加に対応できる病床等の確保

2.重症患者の救命を最優先とする診療体制の充実

3.基礎疾患を有する者等の感染防止対策の強化

○ 罹患率や重症化率等を内容とする「新型インフルエンザの流行
シナリオ」の提供や、医療提供体制の確保・取扱に関する情報提
供を行い、都道府県の対応を支援

○ 都道府県、関係団体等に対し具体的な取り組みを要請
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1.重症患者数の増加に対応できる病床等の確保
○ 都道府県における重症患者の発生数等について検討
(新型インフルエンザの流行シナリオを示し、地域別の推計方法を提示)

O都 道府県における医療提供体制について確認
(外来医療体制、入院診療医療機関の病床数、人工呼吸器保有台数等)

○ 上記の状況を比較し、地域の実情に応じた対策を検討

3. の感染防止対策の
○ 院内感染対策の徹底
(医療従事者向けガイドライン、基礎疾患を有する者等を対象とした手引きの作成) 49

7月 14日 :国内製造業者に対し、製造開始依頼
7月 末から9月 :意見交換会 (輸入、優先順位等)

9月 6日 :厚生労働省試案パブリックコメント
10月 1日 :「新型インフルエンザ(A/HlNl)ワクチン接

種の基本方針」を策定

10月 6日 :海外メーカーと契約
10月 16日 :以降 意見交換会 (接種回数)

10月 19日 :接種開始 (医療従事者から順次 )

12月 4日 :「新型インフルエンザ予防接種による健康被害

の救済に関する特別措置法」施行

1月 15日 :健康成人への接種開始
1月 20日 :輸入ワクチンの特例承認

○ 外来医療の確保

(電話相談事業の拡充、住民への啓発、診療時間延長など診療所との連携)

O入 院医療の確保
(定員超過の取扱い明確化、受入体制の把握と調整、妊婦等の重症者の受入体制の把
握、県境を越えて搬送・受入を行う場合の調整)

O医 療機関、医療従事者等への情報提供
(院内感染対策の徹底、新型インフルエンザ診療の考え方・症例集等)



※ ワクチンカ劉順次供給されるため優先順位を決定

対象者 人数

優
先
接
種
対
象
者

①インフルエンザ患者の診療に直接従事する
医療従事者(救急隊員含む。)

約100万人

②
妊婦 約100万人

基礎疾患を有する者 約900万人

③l歳～小学校3年生に相当する年齢の小児 約1,000万人

④・1歳未満の小児の保護者
・優先接種対象者のうち、身体上の理由により
予防接種が受けられない者の保護者等

約200万人

そ
の

他

小学校4～ 6年生、中学生、高校生に相当する年齢の者 約1,000万人

高齢者 (65歳以上)(基礎疾患を有する者を除く) 約2,100万人

約5,400万人

⇒古覇牲府ヽ順獅欄朧鴛F‐
て`はJ月 29日出荷分よ嚇種開始1

○

○

○

従来、国民の多くが新型インフルエンザに対する免疫を持っていないと想定していたこと等から、当初すべて2回接種
健康成人に対する臨床試験の中間結果等を踏まえ、10月 20日に下EEのとおり見直し。
臨床結果の2回接種後の結果や諸外国の状況等を踏まえ、11月 11日に下IEのとおり見直し。

対敏者
10月 20日 の見巨し
(10月 22日
=務
遭餡ヽ

11月 11日の見日し

`11日
17口菫路ヨ鍋ヽ

12月 16日の見日し
rl,日 4ムロ菫整

=盤
ヽ

新型インフルエンザ患者の診療に直接
従事する医療従事者 (健康成人)

1回接種
※20代から50代の健康成人

I●」生

※19歳及び60代以上の健康成人について
も1回椿綺

同左

以下の者
当面、 2回接種を前提とする。今後、国
内データ、海外の知見等を収集し、専門
家の意見を聴取しながら判断

i l歳未満の
't児

の保護者及び優先
1接種対象者のうち、身体的な理由
|により予防接種が受けられない保
L馨登寝 ________

健康成人の臨床試験の2回目の接種結
果 (11月中旬目途)を踏まえ判断する
ただし、13歳未満の者は2回接種。

回 I晏糎 同 左

基礎疾患を有する者

1回接種。
著し<免疫反応が抑制されている者
は、個別に医師と相談の上、2回接種と
しても差し支えない。

同左

65歳以上の高齢者 1回接種 同左

妊婦

・健康成人の臨床試験の2回目の接種結
果 (11月中旬目徐)
・妊婦を対象とした臨床試験の 1回目の
接種結果 (塑月虫自旦途 )
を踏まえ判断する。

1回接種。
なお、12月中旬に1回目の接種結果
が出される妊婦を対象とした臨床試験に
より検証を行う。

1回接種。
(11月 11日の方針を維
持)

中学生、高校生に相当する年齢の
者 (13歳以上)

・健康成人の臨床試験の2回目の接種結
果 (11月中旬目途)
。中高生を対象とした囲床試験の1回目
の機種結果 (12月下旬目途)
を踏まえ判断する。

罰

'EDI面

画
~~~~~~~一 ―

今後の中学生、高校生に相当する年
齢の者を対象とした臨床試験の 1回目の
接種結果等を踏まえ判断する。

1回接種。

i3歳未 満 の 者 フ101籍綺 同 布 生



○ 平成21年度末まで、国内産ワクチン5,400万回分鮭)程
度を確保するとともに、海外企業から9,900万回分は)程
度を確保見込み (平成22年 1月 20日 時点)。

(参考)国内産ワクチンの接種回数について(12月 16日公表)

○「13歳未満の者」については、2回接種            |
○上記以外の者については、免疫機能の低下した基礎疾患を有する |
方を除き、1回接種      ___… …………………………

'1

○ 国が示している標準的接種スケジュールであり、地域によつて

"接種状況を踏まえ、前倒し可能 (1月 15日

'接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

‐ …可能であれば前倒しを依頼 (12月 16日 ):
II・ 呵 能であれば前倒しを依頼

“

月6日 )l

※実施要綱において、
「都道府県は、接種対象
者の接種状況等を勘案
し、次の接種対象者ヘ

の接種を開始するJこと
としている。

団

□

・10月 19日 (月 )の週から順次接種開始
・第10回出荷 (2月 15日 )分までに約3,900万回分帷)を出荷
0年度内に約5,400万回分(注)を確保予定

・輸入ワクチンの確保のために必要な立法措置を実施
・1月 20日特例承認
0年度内に約9,900万回分(注)を確保予定

(注 )回数は成人量換算

小学校4～6年生に

イン
1:レ
エンザ患者の診療に

)接
従事する
ξ
薇従事者



目
ワクチンの確保
接種の優先順位の設定
医療機関との契約締結

襲遺販売業者
販売業者

優先接種対象者等

ワクチン購入

原則、予約により
接種を実施

○費用負担については、実費を徴収。

接種費用 :合計  6,150円
1回 目 3,600円
2回 目 2,550円 (※ )

※ 1回 日と異なる医療機関で接種する場合は3600円
(基本的な健康状態等の確認が必要なため)

○所得の少ない世帯の負担軽減
・国としては、市町村民税非課税世帯
を軽減できる財源を措置 (国 4/2、 都道府県 4/4、 市町村 4/4)

・市町村は、これを踏まえ、軽減措置の内容を決定し、実施。



厚生労働大臣が行う新型インフルエンザ予防接種による健康被害の迅速な救済を図るとともに、
必要な海外生産分の輸入を行うため副作用被害等に関する企業への国の損失補償を行うために、
新たな立法措置を講ずる。

1.健康被害が生じた場合の救済措置の整備

○ 厚生労働大臣は、新型インフルエンザ予防接種において、当該予防接種を受けた者について、
健康被害が生じた場合の救済措置を講ずること。

○ 給付の額等については、予防接種法の二類疾病の定期接種に係る給付に関する措置 (医薬品
医療機器総合機構法に基づく副作用救済給付と同様)を踏まえたものとすること。

2.輸入企業との契約内容への対応 (副作用被害等に関する企業への国の損失補償)

○ 特例承認を受けた新型インフルエンザワクチンの製造販売業者を相手方として、ワクチン使用
により生じた健康被害に係る損害を賠償すること等により当該製造販売業者に生じた損失等につ
いては、政府が補償することを約する契約を締結することができること。

3.施行期日
12月 4日 (公布日施行)。 ただし、健康被害の救済措置に係る規定は、施行日前に新型インフルエ
ンザ予防接種を受けた者にも適用すること。

政府は、厚生労働大臣が行う新型インフルエンザ予防接種の実施状況、新型インフルエンザ予防
接種の有効性及び安全性に関する調査研究の結果等を勘案し、将来発生が見込まれる新型インフ
ルエンザ等感染症に係る予防接種の在り方、当該予防接種に係る健康被害の救済措置の在り方等
について速やかに検討を加え、その結果に基づいて所要の措置を講ずるものとすること。

外音Fからのキ旨1商

定4.



<例 >
全般

・対策全般についてやり過ぎだつたのではないか

・対策の切り替えのタイミングが遅かつたのではないか (自治体の対策切り替
えの追認ではなかつたか)

広報

・政府は対策の目的やウイルスの病原性について正確な情報を提供できてい
なかつたのではないか

・政府の広報 (大臣会見等)が国民の不安をあおったのではないか

水際対策
口検疫に効果はあつたのか。単なるパフォーマンスであり、やり過ぎだったので
はないか
口検疫を行つていたのは、日本だけではないか

公衆衛生対策

・大阪府、兵庫県下全域の学校の臨時休業はやり過ぎだつたのではないか

サーベイランス  ‐

・海外滞在歴を症例定義に入れる等症例定義に問題があったのではないか (そ

のため、国内患者の発見が遅れたのではないか)
・全数把握はもつと早くやめるべきだつたのではないか

医療

・「発熱外来」に発熱患者が押し寄せバンクするなど、「発熱外来」の設置や運営に
問題があつたのではないか

ワクチン

・ワクチン輸入の検討が遅れたのではないか。量が不足しているのではないか。
・ワクチン行政を推進すべきではないか (接種の推進、対象の拡充、国内ワクチンメ
ーカーの育成、研究開発の推進等)

・ワクチン接種回数の変更が混乱を招いたのではないか

・10mレ イヾアルは製造するべきでなかったのではないか
・ワクチンの優先順位などはある程度現場に任せ柔軟に対応すべきだったのでは
な い か 。

<例 >



１

２

３

４

目標達成状況

対策の効果

諸外国との比較

施策の遂行上の課題

感染拡大のタイミングを遅らせることはできた

か 。

感染のピークを可能な限り低く抑えることはで

きたか。

国民生活や経済への影響を最小限にすること

はできたか。

基礎疾患を有する方々等を守ることはできたか。

重症者、死亡者の数をできるだけ最小限にする

■

‥

2。

3.

4。

5。

ことはできたか。



予防接種法等を今通常国会で改正する必要性について

1.新型インフルエンザ (A/HlNl)に係る予防接種事業の位置づけの明確化

○ 新型インフルエンザ (A/Hl Nl)は ここ数十年来初めて直面する健康
危機事態であり、予防接種に係る法整備も不十分であつたので、

日 事態の緊急性にかんがみ、臨時応急的に国が接種事業を実施し、

口 実務は、住民に身近で予防接種に精通した都道府県及び市町村が

担つているが、法的に位置づけが不明確という問題がある。

○ 今回の新型インフルエンザ (A/Hl Nl)及 び今後同様の事態が生じ
た場合に行う予防接種が、住民に身近で、予防接種実務に精通し_

た都道府県及び市町村により、安定的 口円滑に実施できるよう法

的に位置づける必要がある。

○ 仮に本法案が通常国会で成立しない場合には、来シーズンの接
種についても、法的位置づけが不明確な国の接種事業を継続せざ

るを得なく、その場合、地方公共団体の協力につき理解を得るこ

とが難しいものと考えている。

2.健康被害救済の給付水準の引上げ

○ 国の接種事業に係る健康被害救済については、昨秋の特別措置
法により対応 しているが、季節性インフルエンザ並みの相対的に

低い水準 となっている。

○ 昨秋の特別措置法の審議の際にいただいた、衆厚労委の委員会
決議においても給付の額につき検討すべきとされている。

【新型インフルエンザ対策の推進に関する件 (平成21年 11月 16日 )】
四 今回の新型インフルエンザ予防接種による健康被害に対する給付の額については、
新型インフルエンザ予防接種による健康被害の救済等に関する特別措置法附則第六

条の規定を踏まえ、次期通常国会への法案提出も視野に入れ、予防接種法の見直しの

議論を進める中で併せて検討を行うこと。

○ このため、公的関与な関与の程度を引き上げ (勧奨を行い)、
給付水準を引き上げることとしており、改正されない場合には、

来シーズン以降も相対的に低い水準のままとなる。

-1-



新型インフルエンザワクチンの副反応報告状況について

国産ワクチン

推定接種者数

3月 23日現在
副反応報告数

(非重篤)
3月 24日報告分まマ

(下段報告頻度)

副反応報告数

(重篤
注1)

3月 24日報告分ま

(下段報告頻度)

死亡例
注2

3月 24日 報告分まで

(下段報告頻度)

約 2,282万人 2,408人 409人 131人

0.01%

1万人に 1人

0.002%

10万人に 2人

0.0006%

100万人に 6人

今回の接種事業では、疑いの如何にかかわらず、「接種後の死亡、臨床症状の重篤なも

の、後遺症を残す可能性のあるもの」に該当すると判断されるものは報告対象としている。

(注 1)報 告の際の副反応の重篤の基準 :治療のために入院又は入院期間の延長、障害、

障害につながるおそれ、死亡、死亡につながるおそれ、これらに準じて重篤、後世代に

おける先天性の疾病又は異常

(注 2)  基礎疾患を持つ、主として高齢者での死亡事例が報告されている。専門家に

よる評価の結果、131例の死亡例について、限られた情報の中で因果関係は評価できな

いものもあるが、大部分は、基礎疾患の悪化や再発による死亡の可能性が高いと考えら

れ、死亡とワクチン接種との直接の明確な関連が認められた症例はなかつた。

2.輸 入 ワクチ ン
(1)乳濁 A型インフルエンザ HAワ クチン(Hl Nl株)(グラクソ・スミスクライン株式会社 )

推定接種者数

3月 23日現在
副反応報告数

(非重篤)
3月 24日報告分まマ

(下段報告頻度)

副反応報告数

(重篤)
3月 24日報告分ま

(下段報告頻度)

死亡例

3月 24日 報告分まで

(下段報告頻度)

約 850人 0人 0人 0人

0.0% 0.0% 0.0%

(2)乳濁細胞培養 A型インフルエンザ HAワ クチン (Hl Nl株 )(ノ バルティスフアーマ社 )

推定接種者数

3月 23日現在
副反応報告数

(非重篤)

3月 24日報告分ま¬

(下段報告頻度)

副反応報告数

(重篤)

3月 24日報告分ま

(下段報告頻度)

死亡例

3月 24日 報告分まで

(下段報告頻度)

約 2227人 3人 0人 0人

0.13% 0.0% 0.0%
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○

○

○

従来、国民の多くが新型インフルエンザに対する免疫を持つていないと想定していたこと等から、当初す
べて2回接種

健康成人に対する臨床試験の中間結果等を踏まえ、10月 20日 に下記のとおり見直し。

臨床結果の2回接種後の結果や諸外国の状況等を踏まえ、11月 11日 に下記のとおり見直し。

生および妊

‥
ω
ｌ

※19歳及び60代以上の健康成人について1回接種
※20代から50代の健康成人

新型インフルエンザ患者の診療に直接
従事する医療従事者  (健康成人)

当面、2回接種を前提とする。今後、国
内データ、海外の知見等を収集し、専門

家の意見を聴取しながら判断

(11月 11日の方針を維
持)

1回接種。
著し<免疫反応が抑制されている者
は、個別に医師と相談の上、2回接種と
しても差し支えない。

1回接種

1回接種。
なお、12月中旬に 1回目の接種結果
が出される妊婦を対象とした臨床試験に

より検証を行う。

今後の中学生、高校生に相当する年

齢の者を対象とした臨床試験の 1回目の
接種結果等を踏まえ判断する。

・健康成人の臨床試験の 2回目の接種結
果 (11月中旬目途)
。妊婦を対象とした臨床試験の 1回目の
接種結果 (12月中旬目途)

を踏まえ判断する。

。健康成人の臨床試験の 2回目の接種結
果 (11月 中旬目途)
。中高生を対象とした臨床試験の 1回目
の接種結果 (12月 下旬目途)

を踏まえ判断する。

者及び優先

接種対象者のうち、身体的な理由

により予防接種が受けられない保
護者等 _____― ………――――――――――

基礎疾患を有する者
]

:

:

「

… … … … ~~~~~― ― ― ― ― … … … ― ― ― ―
~~~

1 65歳 以 上 の 高 齢 者

「

― ― ―― ― ― ― ― ― … … … ― ― ― ― ― ― ~― ―― ――

L… ____… ……――――…………――――――――

中学生、高校生に相当する年齢の

者 (13歳以上)


